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、
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夏
真
っ
盛
り
と
な
る
8
月
。
み
な
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
7
月
6
日（
土
）に
、
14
回
目
と
な
る「
宵

待
ち
隣
町
の
宵
涼
み
会
」を
、
笠
置
町
い
こ
い
の
館
で
お
こ

な
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
合
奏
な
ど
３
町

村
の
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
上
が
り

を
見
せ
、
出
演
者
の
方
々
も
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
新
た
に
、
い
こ
い
の
館
内
に
て
、
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
展
示
発
表「
宵
涼
み
ア
ー
ト
」を
実
施
し
、
体
験
コ
ー
ナ

ー
・
味
力
コ
ー
ナ
ー
と
と
も
に
、
訪
れ
た
方
々
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　今後もまちの人の笑い声や笑顔があふれ、地域の交流
ができるイベントを目指し、これからも取り組みを進めてい
きます。みなさんも、さまざまなイベントに参加しその時に
しか会えない方々との交流を楽しんではいかがでしょうか。
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まち・むら
topics

　
7
月
10
日（
水
）、
笠
置
キ
ャ
ン
プ
場
に
て
防
犯

活
動
の
街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
当
日
は

京
都
府
が
定
め
る
府
民
防
犯
の
日
の
た
め
、
山
本

町
長
と
職
員
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
を
対

象
に
防
犯
へ
の
注
意
喚
起
を
お
こ
な
い
、
啓
発
チ

ラ
シ
お
よ
び
啓
発
物
品
を
渡
す
な
ど
効
果
的
な
取

組
が
で
き
ま
し
た
。

　
笠
置
町
で
は
、
引
き
続
き
犯
罪
の
な
い
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

府
民
防
犯
の
日
に
お
け
る

街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
し
た

笠置町

　
６
月
14
日（
金
）、
白
栖
橋
前
交
差
点
に
て
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
こ
の
啓
発
活
動
は
、
和
束
町
と
和
束

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・
京
都
府
木
津
警
察
署

が
協
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

京
都
府
内
で
の
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事
故
は
、

全
体
の
6
割
以
上
と
大
き
な
割
合
を
占
め
ま
す
。

特
に
夏
は
薄
暮
の
時
間
が
長
く
、
歩
行
者
の
発
見

が
遅
れ
、
自
動
車
・
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
対
歩
行
者
の
交
通
事
故
が
発
生
し
や
す
い
状
況

で
す
。
ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
歩
行
者
は
目
立
つ
色
の
服
の
着
用
や
反
射

材
の
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
8
月
15
日（
木
）は
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
推
進
日
で
す
。「
思
い
や
り　
み
ん
な
で
な

く
そ
う　
高
齢
者
事
故
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
引

き
続
き
安
全
運
転
・
交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
防
止
街
頭
啓
発
活
動

を
お
こ
な
い
ま
し
た

和束町

寄附企業のご紹介
法 人 名
�株式会社サウスエージェンシー
本 社
�東京都渋谷区恵比寿南3-2-13
リードシー恵比寿ビル4F
事 業 内 容
�資金調達支援事業、ITシステ
ムの構築および運用　等
寄附年月日
令和６年６月20日
寄 附 額
10万円

　

株
式
会
社
サ
ウ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
様
か
ら
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、ご
賛
同
い
た
だ
き

ま
し
た「
保
育
所
運
営
事
業
」の
事
業
費
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
を
糧
に
、こ
れ
か
ら

も
本
村
発
展
の
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

株
式
会
社
サ
ウ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
様

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

南山城村
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「
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
2
0
2
7
関

西
」が
２
０
２
７
年
に
開
か
れ
ま
す
。そ
の
1
0
0
0

日
前
と
な
る
今
年
８
月
、和
束
町
に
お
い
て
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
公
認
大
会「
C
o
u
p
e 

d
u 

J
a
p
o
n 

京
都
湯
船
ス
テ
ー
ジ
」が
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。国
内
最
高
峰
の
熱
戦
を
応
援
し
に
、ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

※�

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
…
…
お
お
む
ね
30
歳
以

上
な
ら
誰
も
が
参
加
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
総
合

競
技
大
会
。
2
0
2
7
年
に
関
西
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
種

目
が
競
技
さ
れ
る
。

※�

湯
船
M
T
B 

L
A
N
D
…
…
関
西
で
は
有
数
の
通
年
で
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
常
設
コ
ー
ス
。

延
期
前
の
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
2
0
2
1
関

西
に
向
け
、
国
際
基
準
に
合
わ
せ
て
和
束
町
が
整
備
を
お

こ
な
っ
た
。

※�

C
J
-１
大
会
…
…
C
J
は
C
o
u
p
e 

d
u 

J
a
p
o
n
の

略
。
公
益
財
団
法
人
日
本
自
転
車
競
技
連
盟
が
2
0
1
5

年
よ
り
新
た
に
開
始
し
た
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
公
認
全

国
大
会
で
、
国
際
自
転
車
競
技
連
合
の
基
準
を
ベ
ー
ス
に

し
て
い
る
。
和
束
町
湯
船
地
区
で
開
か
れ
る
C
J
-1
大

会
は
日
本
の
公
認
大
会
の
中
で
最
上
位
と
な
る
。

日
８
月
17
日（
土
）午
前
9
時
～

　
　
　
18
日（
日
）午
前
7
時
30
分

所
湯
船
M
T
B 

L
A
N
D
（
和
束
町
湯
船
薮
田
）

問
和
束
町
役
場
地
域
力
推
進
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
2

国
内
最
高
峰
、マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

競
技
の
熱
い
戦
い
を
応
援
し
よ
う

和束町

和束町

和
束
小
学
校
、
笠
置
小
学
校
の

６
年
生
が
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
体
験

　

7
月
5
日（
金
）、
湯
船
森
林
公
園
内「
湯
船
M
T
B 

L
A
N
D
」で
和
束
小
学
校
、
笠
置
小
学
校
の
６
年
生

を
対
象
に
M
T
B
ス
ク
ー
ル
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
は
、
2
0
2
7
年
に
開
か
れ
る
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
の
機
運
醸
成
と
、
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
の
楽
し
さ
を
地
元
の
小
学
生
に
伝
え
る
た

め
、
令
和
元
年
度
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

N
P
O
法
人
I
B
O
・
J
a
p
a
n
8
4
6
か
ら
講
師

を
迎
え
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
乗
り
方
や
ブ
レ
ー
キ

の
方
法
、
ジ
グ
ザ
グ
走
行
な
ど
を
教
わ
り
、
最
後
に
は

実
際
の
M
T
B
コ
ー
ス
を
走
り
ま
し
た
。

　
始
め
は
う
ま
く
乗
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
徐
々

に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
、
授
業
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
８
月
16
日（
金
）か
ら
18
日（
日
）の
2
泊
３
日
で
、
子
ど
も
た
ち
が

プ
ロ
の
演
奏
家
か
ら
弦
楽
器
の
指
導
を
受
け
る「
や
ま
し
ろ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
2
0
2
4
」が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
最
終
日
の
18
日
に
は
、
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
が

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
会
場
は
、
南
山
城
村
文
化
会
館「
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
」で
午
後
2
時
30
分
開
演
、
定
員
3
0
0
名
、
参
加
無
料
で
す

（
午
後
1
時
30
分
受
付
開
始
）。
み
な
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
和
束
町
で
は
、
８
月
17
日（
土
）午
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
、
お
茶
の
石
け
ん
づ
く
り
体
験
や
、
お
い
し
い
お
茶
の
淹
れ
方

を
学
ぶ
予
定
で
す
。

問
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局 

企
画
・
連
携
推
進
課 

Y
M
C
担
当

　
〒
6
1
1
―
0
0
2
1 

京
都
府
宇
治
市
宇
治
若
森
7
―
6

　
　
☎
0
7
7
4
・
21
・
2
0
4
9

　
　

y-c-kikaku@
pref.kyoto.lg.jp

　
　
※�

土
・
日
・
祝
の
問
合
せ
に
は
対
応
い
た
し

か
ね
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【事前申し込み優先】
QRコードから申し込みください

和束町

や
ま
し
ろ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
2
0
2
4

練
習
の
成
果
を
聴
き
に
来
ま
せ
ん
か

写真は2023年度のものです。
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教
育

Educatio n

和束町史編さんだより
 第26回 雨乞いの作法

　今年も暑い夏となりました。かつては、日照りが続くと雨乞いを実施しました。江戸時代末期に天満宮等
で行われた雨乞いについて紹介します。
　嘉永５年（1852年）は、たいへん暑い夏となり、現在の大字である各村ごとに雨乞いの祈願をしましたが、
効果はありませんでした。このため、旧暦６月に、天満宮で雨乞いの「笹の葉踊り」を三日三晩続けましたが、
降雨はありません。さらに旧暦７月に、和束郷中からの千度参りや子供相撲を実施しました。それでも降ら
なければ、「花踊り」を奉納することになっていたようですが、結果は不明です。
　翌嘉永６年も旧暦５月から６月にかけて雨が降らず、南村では「笹の葉踊り」や「花踊り」を実施しました
が、効果がありません。そこで、正法寺に伝わる「仏舎利」に祈願し
たところ、ついに雨が降りました。この「仏舎利」は、雨乞いに効果
があることが知られており、最後の手段として使われたようです。
　このように、まず各村々で雨乞いをおこない、降らないと和束郷
全体としての祈願を天満宮でおこなうというように、雨乞いにも
作法があったことがわかります。踊りも各村の踊りと和束郷全体
の踊りとがあったように思われます。
　笹の葉踊りや花踊りの具体的な姿はわかりませんが、現在も南
山城村田山で行われている「花踊り」のような雨乞いにともなう芸
能が、和束でも実施されていたことがわかります。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　和束町史編さん室　☎ 0774・74・8952
　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

 学校における夏季休業期間中の 
業務休止日について

　連合教育委員会では、教職員の健康を保
持・増進し、心身のリフレッシュを図るととも
に、総実働時間の短縮並びに計画的な休暇の
取得を促進するため、管内小・中学校におけ
る夏季休業期間中の業務休止日を設定します。
ご承知いただくとともに、ご理解とご協力をお
願いします。
業務休止日
　�８月13日（火）〜 16日（金）
緊急連絡先
　�相楽東部広域連合教育委員会学校教育課
　　☎0774・78・4335

南山城村田山の花踊り

月ヶ瀬浄水場の社会科見学

　６月27日（木）、笠置小学校と南山城小学校の４年生が
合同で月ヶ瀬浄水場の見学にいきました。普段生活で使っ
ている水について、自分たちの元へどのような場所から届
くのかを知る、良い機会になりました。
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相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ
　
汗
と
は
、
哺
乳
類
が
皮
膚
の
汗
腺

か
ら
分
泌
す
る
液
体
の
こ
と
で
す
。

汗
を
か
く
の
は
哺
乳
類
だ
け
で
す
。

汗
の
主
成
分
は
水
で
す
が
、
塩
分
や

ミ
ネ
ラ
ル
、
乳
酸
塩
、
尿
素
な
ど
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
汗
は
体
温
調
節

の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
体
温
が
上
が
る
と
、
脳
の

視
床
下
部
が
汗
腺
に
指
令
を
出
し
て
、

汗
を
か
く
よ
う
に
し
ま
す
。
汗
が
皮

膚
表
面
か
ら
蒸
発
す
る
と
き
に
、
気

化
熱
を
奪
っ
て
体
を
冷
や
し
ま
す
。

ヒ
ト
は
水
状
の
汗
を
分
泌
す
る
汗
腺

が
全
身
に
発
達
し
て
い
ま
す
が
、
ヒ

ト
の
よ
う
な
汗
を
出
す
し
く
み
が
な

い
犬
は
、
舌
を
出
し
な
が
ら
息
を
激

し
く
し
て
、
よ
だ
れ
の
蒸
発
で
体
温

を
下
げ
ま
す
。
ま
た
、
汗
は
感
情
や

ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
も
影
響
さ
れ
ま

す
。
緊
張
や
興
奮
し
た
と
き
に
は
、

手
の
ひ
ら
や
足
の
裏
な
ど
で
精
神
性

発
汗
と
呼
ば
れ
る
汗
が
出
ま
す
。

　

汗
は
ヒ
ト
の
進
化
に
も
関
係
し
て

い
ま
す
。
ヒ
ト
は
サ
ル
か
ら
進
化
す

る
過
程
で
、
体
毛
が
退
化
し
、
発
汗

能
力
が
発
達
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
長
時
間
の
運
動
や
高
温
環
境
に

も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ヒ
ト
は
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
長
距
離
走

を
得
意
と
す
る
数
少
な
い
動
物
の
一

つ
で
す
。
し
か
し
、
発
汗
に
よ
っ
て

水
分
や
塩
分
な
ど
も
失
わ
れ
る
た
め
、

補
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
熱
中

症
が
疑
わ
れ
る
時
の
対
策
と
し
て
、

水
分
と
一
緒
に
塩
分
も
補
給
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

汗
は
体
内
の
有
害
物
質
や
重
金
属

な
ど
も
排
出
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

サ
ウ
ナ
や
運
動
で
汗
を
か
く
こ
と
に

は
、
デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
が
、
科
学
的
な
根

拠
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

汗
は
ニ
オ
イ
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

汗
自
体
は
無
臭
で
す
が
、
皮
膚
上
の

細
菌
に
よ
っ
て
分
解
さ
れ
る
と
、
ア

ン
モ
ニ
ア
や
酢
酸
な
ど
の
臭
い
成
分

が
発
生
し
ま
す
。
特
に
ワ
キ
や
足
な

ど
の
部
位
で
は
、
ア
ポ
ク
リ
ン
腺
と

い
う
特
殊
な
汗
腺
か
ら
出
る
汗
が
ニ

オ
イ
の
元
に
な
り
ま
す
。

　

汗
は
私
た
ち
の
健
康
や
生
活
に
密

接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
適
度
な
発

汗
は
身
体
に
良
い
で
す
が
、
過
度
な

発
汗
や
不
快
な
発
汗
は
注
意
が
必
要

で
す
。

中
島
整
形
外
科

中
島
慎
一
郎

汗
の
話

そ
の
109

保健・福祉保健・福祉

９月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
  9月  1日（日） 内科・小児科
    　  8日（日） 内科・小児科
    　15日（日） 内科
    　16日（月・祝） 内科
    　22日（日） 内科・小児科
    　23日（月・祝） 内科・小児科
    　29日（日） 内科・小児科
※�８月分については広報れんけい７月号を

ご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～
症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
また、電話が大変混み合いますが、必ず電話
により予約してください。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988 直

当日電話予約制です

和束中・笠置中バスケ部
×

バンビシャス奈良
　６月29日（土）、連合立の２中学校がおこなう合
同部活動の場で、バンビシャス奈良の選手とコー
チに実技指導をしていただきました。これは、今
後の中学校部活動を検討する相楽東部広域連合教
育委員会が、関西経済連合会がおこなうアスリー
ト派遣サポート事業を活用して実現したものです。
　参加した生徒たちのキラキラした瞳と、プロバ
スケットボール選手の技能や考え方を吸収しよう
とする真剣な姿が印象に残る時間となりました。

7 2024.8︱vOL.221広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

保健・福祉 Health and Welfare

教育 Education



安心安全
ほっ

相楽中部消防組合消防本部　消防職員募集

受験資格 �

期�８月19日（月）から９月13日（金）まで
　※土曜日・日曜日・祝日を除く午前８時30分から午後５時まで　※正午から午後１時までは除く
受付場所 �京都府木津川市木津白口10番地２　 

相楽中部消防組合消防本部 総務課まで持参または郵送（条件あり）
試験日 �第１次試験　日�10月20日（日）
　　　　　　　　　所�京都府木津川市木津上戸15【相楽会館】
　　　　　　　　　内�教養試験　消防適性検査　論文試験
　　　　　　　　　※第２次試験等については、合格者に通知します。
他�採用試験に関する詳しい試験案内、申込書等は下記のとおりです。
　�笠置町役場、和束町役場および南山城村役場にあります。相楽中部消防組合消防本部総務課および相楽中部消防

署または各消防出張所にあるほか、相楽中部消防組合ホームページからもダウンロードできます。
問�相楽中部消防組合消防本部 総務課　☎0774・75・1380 直

職種 採用予定人数 受　験　資　格

消防職 若干名

年齢と
学歴

平成11年４月２日以降に生まれ、学校教育法の高等学校以上の卒業者また
は同等の学力を有する方（令和７年３月卒業見込者を含む）

居住
条件

相楽中部消防組合管内またはその近郊（おおむね通勤時間片道40分以内）に
居住しているか、採用時に居住の予定がある方

身体的
条件

視力：�矯正視力を含め、両眼で0.7以上、かつ、一眼でそれぞれ0.3以上であること。
身体、色覚、聴力、言語、その他職務遂行上支障がないこと。

QＲコードからも
アクセスできます。

上級救命講習会受講者募集

日�９月15日（日）　�午前８時30分〜午後５時15分
所�相楽中部消防組合消防本部３階
内�心肺蘇生法、異物除去法、止血法および自動体外式除細動器（AED）の使用方法、傷病者管理法、副子固定法、熱傷
の手当、搬送法（人工呼吸は説明のみ）

対�木津川市、笠置町、和束町および南山城村に在住、在学または勤務者（中学生以上の方とします。）
定�30名（先着順）
費�無料
期�８月26日（月）〜９月３日（火）　�午前８時30分〜午後５時（土、日、祝日は除く）
問�相楽中部消防組合消防本部　警防課　☎0774・75・1382 直

水
の
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

〇�

木
津
川
で
は
、昨
年
、水
難
に
よ
る
死
亡
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

〇�

一
般
的
に
、子
ど
も
は「
静
か
に
」溺
れ
ま
す
。気

を
付
け
て
見
て
い
な
い
と
、溺
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
は

大
変
危
険
で
す
。

　

�

ま
た
、大
人
が
一
緒
の
時
で
も
子
ど
も
か
ら
目

を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

川
は
水
面
が
穏
や
か
で
あ
っ
て
も
、水
面
下
の

流
れ
が
複
雑
な
た
め
に
流
さ
れ
た
り
、川
底
に

向
か
う
流
れ
が
あ
る
た
め
水
中
に
引
き
込
ま
れ

る
危
険
性
が
あ
る
ほ
か
、上
流
の
天
候
に
よ
っ

て
急
に
増
水
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

〇�

天
候
が
悪
い
と
き
、体
調
が
悪
い
と
き
、飲
酒
し

た
と
き
は
、溺
れ
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
の

で
、水
辺
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇�

釣
り
な
ど
で
ボ
ー
ト
や
船
に
乗
る
と
き
は
、必

ず
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
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消防操法大会がおこなわれました（和束町・南山城村）

　和束町消防団では７月７日（日）、和束運動公園グラウンドで第24回和束町消防団操法大会がおこなわれました。
　南山城村消防団では６月30日（日）、 南山城村総合グラウンドで第26回南山城村消防操法大会がおこなわれま
した。
　各町村とも３チームが出場され消防技術を存分に発揮し、気迫のこもった正確かつ迅速な行動で、日頃の訓練
の成果を競い合いました。
　優勝された和束町消防団西分団と南山城村消防団第１分団Aチームは８月25日（日）に京都府立丹波自然運動公
園補助競技場でおこなわれる第29回京都府消防操法大会に代表として出場します。みなさんの温かいご声援をお
待ちしております。

【優　勝】
第１分団Aチーム

（今山・奥田・月ヶ瀬NT）

【第３位】
第１分団Bチーム

（野殿・童仙房・本郷・押原・南大河原） 

【準優勝】
第２分団チーム
（田山・高尾）

第26回南山城村消防操法大会

【個人賞】指揮者　仲西　大輔（第２分団チーム）
　　　　１番員　村田　健人（第１分団Aチーム）
　　　　２番員　東　　豊崇（第１分団Aチーム）
　　　　３番員　松岡　俊治（第１分団Aチーム）

雨が降る中での大会となりましたが、開閉会式もおこなわれました。

第24回和束町消防団操法大会
【優　勝】
西分団チーム

【第３位】
中分団チーム

【準優勝】
湯船分団チーム

【個人賞】指揮者　稲塚　　功（西分団チーム）
　　　　１番員　西山　直樹（西分団チーム）
　　　　２番員　中尾　祐亮（西分団チーム）
　　　　３番員　西川　壮真（西分団チーム）
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防災備蓄品を笠置歯科口腔外科診療所に譲渡しました（笠置町）

　６月17日（月）、笠置歯科口腔外科診療所にて、
保存期限をむかえる防災備蓄品のうち液体ハミガ
キを譲渡しました。
　笠置町では、これまで防災備蓄品として備蓄し
ていた液体ハミガキを地域住民へ無償配布してき
ましたが、配布期間で配布しきれなかった残り約
100本についても、防災意識向上と併せて口腔衛
生の向上の観点から、笠置歯科口腔外科診療所に
無償譲渡しました。
　今回、譲渡した液体ハミガキは、同診療所に来院
する患者さんのために無償で配布されます。
　みなさんも普段から虫歯予防を心がけ、避難所
生活を想定して歯ブラシセットを準備しておくな
どしましょう。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
0
7
7
4
・
72
・
9
9
5
5
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。​

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　

い
わ
ゆ
る「
サ
ポ
ー
ト
詐
欺
」の
相
談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。特

に
70
歳
以
上
の
相
談
件
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、新
た
な
手
口
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

で
送
金
を
指
示
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
事
例
な
ど
や

対
策
な
ど
紹
介
し
ま
す
。

※�

サ
ポ
ー
ト
詐
欺
と
は
、パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
中
に
突
然「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
」な
ど
の
警
告
画
面

や
警
告
音
が
出
て
、そ
れ
ら
を
き
っ
か
け
に
警
告
画
面
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
に
電
話
を
か
け
さ
せ
、偽
の
サ
ポ

ー
ト
に
誘
導
し
、サ
ポ
ー
ト
料
金
を
支
払
さ
せ
る
手
口
で
す
。

事
　
例

●�

広
告
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、ウ
イ
ル
ス
感
染
と
表
示
さ
れ
電
話
を
し
て
し
ま
っ
た
。

●�

P
C
画
面
に
警
告
音
が
出
て
電
話
を
か
け
る
と
、ウ
イ
ル
ス
除
去
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
と
言
わ
れ
、遠
隔
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
せ
ら
れ
た
。怪
し
く
て
不
安
。

●�

遠
隔
操
作
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
求
め
ら
れ
、

回
答
し
た
と
こ
ろ
金
融
機
関
か
ら
不
正
に
送
金
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

対
　
策

〇�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
中
に
突
然
警
告
画
面
や
警
告
音
が
出
た
ら
、慌
て
ず
、ま

ず
は
偽
物
で
は
な
い
か
と
疑
い
、表
示
さ
れ
た
電
話
番
号
に
は
連
絡
し
な
い
。

〇�

警
告
画
面
が
表
示
さ
れ
、万
が
一
遠
隔
操
作
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
も
、ご
自
身
で
パ
ソ
コ
ン
の
状

態
を
確
認
す
る（
警
告
画
面
を
消
し
た
り
、遠
隔
操
作
ソ
フ
ト
の
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
自
身
で
お
こ
な
う

こ
と
が
可
能
…
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
場
合
、独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構（
I
P
A
）の「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
安
心
窓
口
」 

☎
03
・
5
9
7
8・7
5
0
9 

な
ど
に
相
談
す
る
）。

不
安
に
思
っ
た
場
合
は
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

サ
ポ
ー
ト
詐
欺
に
注
意（
70
歳
以
上
で
大
幅
に
増
加
）

左：山本町長　右：岩城院長
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